
 

 

 

 

 

卒業・進級の節目は、別れと出会いの時期でもあります。この揺れ動く時を

子どもたちなりに冷静に受け止め、乗り越えていこうとする姿を見るたびに、

改めて子どもたちの持つ力のすごさを感じずにはいられません。子どもたちは

着実に成長していますね。 

１年間、教育・研究活動へのご理解とご協力、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

筑波大学附属 

桐が丘特別支援学校 

小学部通信第 13号 

2015. 3. 24. 発行 

委員会活動や懇談会の居残りで、

ユニークな企画を考え、一生懸命

下級生をリードしてくれた６年

生。個性派ぞろいだけど、友だち

思いの６年生。自分の力を信じ

て、新たな世界に一歩踏み出して

ください。さらなる飛躍を期待し

ています。 

 

次の物を組み合わせて電池を作ろうと思います。あと一つ、何があれば作れるでしょうか？ 

（実際に試してみるのも面白いかもしれませんね。導線や豆電球をつなぐと点くそうです。） 

 

 

 

 

 

 

 

木炭 

輪ゴム 
ティッシュ 

ペーパー 

食塩水 



 

 

 

 

 

 

総合的な 

学習の時間 

使いやすいスイッチとは？ 使いやすいドアとは？ 使いやすい洗面台で日本を

きれいにするぞー！ 

校長先生に提言 

国際教育やキャリア教育とも関連させながら取り組んでいます。

３・４年、５・６年とも、１年間の学びの成果がいかされた発表

でした。５・６年は、社会参画も意識した内容で、高学年らしい

プレゼンテーションとなりました。 

ヨーロッパの朝ごはん 

アジアの朝ごはん 

新津教育局次長にも

陳情書？を提出 


